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１月の業務日誌から

▲おじいちゃん・おばあちゃん世代が使っていた
道具に興味津々の様子でした。

博物館休館日カレンダー
2022年 4月

休館日※情報はR4.3.19現在

27 28 29 30 31 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

日　月　火　水　木　金　土

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

4
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

4
月
2
日（
土
）
9
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

4
月
9
日（
土
）
13
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

4
月
16
日（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

4
月
23
日（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　１月２０・２１日（木・金）の2日
間、行橋市立泉小学校の３年
生148名を対象に「昔の道
具」の出前授業を行いました。
　昔の道具を見て、現在の生
活の有難さを実感することが
でき、また災害時にはこのよ
うな道具が重宝されることも
学ぶことができました。

　
当
館
で
は
、企
画
展
「
逸
木
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
刃
（yaiba

）〜
み
や
こ
の
刀
剣

美
」展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
は
、み
や
こ
町
勝
山
松
田

出
身
の
故
逸
木
俊
司
氏
が
当
館
に
寄
贈

し
て
下
さ
っ
た
多
数
の
「
刀
剣
」を
展
示

す
る
も
の
で
す
。

　
開
催
期
間
中
は
、み
や
こ
町
の
刀
剣
の

歴
史
に
つ
い
て
当
館
学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。展

示
や
関
連
事
業
を
通
し
て
「
美
術
品
」と

し
て
の
日
本
刀
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
会
期

令
和
４
年
３
月
25
日（
金
）〜

　
　
５
月
15
日（
日
）

■
場
所

み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
展
示
室

■
観
覧
料

常
設
展
の
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
刀
剣
の
歴
史
と
美
〜

　
み
や
こ
町
の
資
料
を
中
心
と
し
て
」

講
師　
井
上
信
隆（
当
館
学
芸
員
）

日
時　
４
月
29
日（
金
・
祝
）

　
　
　
午
前
の
部
10
：
00
〜（
20
名
）

　
　
　
午
後
の
部
13
：
00
〜（
20
名
）

場
所
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

定
員
及
び
申
し
込
み
方
法

＊
先
着
40
名
ま
で
参
加
可
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

電
話
に
よ
る
事
前
申
込
の
先
着
順
と
な
り

ま
す
。（
申
込
受
付
は
３
月
25
日（
金
）10
時
〜
）

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

博
物
館
企
画
展

「
逸
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

刃（yaiba

） 〜
み
や
こ
の
刀
剣
美
」

　
博
物
館
で
は
新
年
度
か
ら
の
歴
史
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

歴
史
講
座
に
は「
漢
詩
紀
行
講
座
」

「
古
典
か
な
講
座
」「
古
文
書
講
座
」

「
み
や
こ
学
講
座
」の
各
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽

に
博
物
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

（
継
続
し
て
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
込
み
は
不
要
で
す
）。

　
な
お
、
各
講
座
で
は
毎
回
、
資
料
代

と
し
て
２
０
０
円
が
必
要
で
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容
の
ご
紹
介

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

●
講
師　
宮
原
加
代
子
先
生

●
内
容　
い
に
し
え
の
風
雅
な
社
会
を

漢
詩
の
中
に
探
求
・
鑑
賞
し
て
ゆ
き
ま

す
。
あ
わ
せ
て
漢
詩
の
基
礎
も
学
習
し

ま
す
の
で
、
漢
字
に
興
味
の
あ
る
方
は

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
辞
書
・

筆
記
用
具
を
ご
持
参
下
さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

●
講
師　
宮
原
加
代
子
先
生

●
内
容　
古
典
の
名
文
・
名
歌
を
、
ひ

と
月
一
作
品
づ
つ
鑑
賞
と
万
葉
仮
名
で

手
習
い
を
し
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
も
歓
迎
で
す
。
筆
記
用

具
・
用
紙
な
ど
を
ご
持
参
下
さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

●
講
師　
川
本
英
紀
先
生

●
内
容　
江
戸
時
代
の
人
が
「
く
ず
し

字
」
で
書
い
た
手
紙
や
日
記
な
ど
を
解

読
し
ま
す
。
特
に
み
や
こ
町
に
関
わ
る

古
文
書
を
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
の

解
説
を
交
え
な
が
ら
読
み
進
め
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
午
前
10
時
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

●
講
師　
当
館
学
芸
員

●
内
容　
「
み
や
こ
町
と
周
辺
の
自
然

と
文
化
遺
産
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゆ
か
り

の
話
題
を
交
え
関
連
学
習
を
進
め
ま
す
。

　
郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
は
も

ち
ろ
ん
、
実
際
に
現
地
（
遺
跡
や
ゆ
か

り
の
地
な
ど
）
を
歩
き
・
見
て
・
触
れ

る
体
験
型
学
習
も
行
い
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜

＊
見
学
会
等
は
開
催
の
都
度
連
絡
し
ま
す
。

▲参考：古文書講座における学習会の様子　一見難解な
古文書も講師のお話と一緒だと楽しく学べます

令
和
４
年
度
博
物
館
歴
史
講
座
受
講
生
募
集
！

歴
史
を
学
ぼ
う
！
文
化
に
触
れ
よ
う
！

う
ち

●

●
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

み
や
こ
の
猫
も
の
が
た
り
④146

「
猫
」の
足
跡
か
ら
探
る
み
や
こ
の
歴
史

ー 

そ
の
4 

ー
る
中
、「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
第
１
話

を
掲
載
し
た
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
大
国
ロ
シ
ア

に
勝
利
し
た
戦
勝
ム
ー
ド
に
沸
く
一

方
、
旅
順
要
塞
の
戦
い
で
約
１
万
６

千
人
、
戦
争
全
体
で
は
８
万
人
以
上

の
日
本
人
の
尊
い
命
が
そ
の
代
償
と

な
り
ま
し
た
。「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

の
主
人
公
「
猫
」
の
滑
稽
な
姿
は
、

戦
勝
の
一
方
で
、
心
理
的
に
疲
弊
し

た
人
々
に
ひ
と
と
き
の
「
癒
し
」
を
も

た
ら
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

堺
利
彦
を
も
魅
了
し
た
「
猫
」

　
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
は
、
そ
れ
ま

で
主
流
だ
っ
た
難
解
な
内
容
の
文
学

と
は
異
な
り
、
読
み
や
す
い
文
体
で

書
か
れ
た
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な

小
説
で
し
た
。
文
字
通
り
「
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
」
幅
広
い
年
齢
層
に

親
し
ま
れ
た
こ
と
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
繋
が
っ
た
と
い
う
見
解
も
あ
り
ま

す
。
旧
制
豊
津
中
学
（
現
在
の
育
徳

館
高
等
学
校
）
出
身
で
「
日
本
社
会

主
義
運
動
の
父
」
と
称
さ
れ
る
堺 

利

彦
も
そ
の
一
人
で
、
あ

ま
り
の
面
白
さ
に
、
そ

れ
ま
で
面
識
の
な
か
っ

た
漱
石
に
宛
て
「
家
族

を
相
手
に
３
夜
続
け
て

『
猫
』
の
朗
読
会
を
開
き

ま
し
た
」
と
い
う
内
容

の
「
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
」
を

送
り
、
そ
の
ハ
ガ
キ
が

近
年
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
堺
利
彦
は
ロ
シ
ア

と
の
戦
争
に
対
し
て
頑
な
に
「
非
戦
」

を
唱
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
強
硬
な

活
動
の
一
方
で
、
朗
読
会
は
か
け
が

え
の
な
い
一
家
団
欒
の
時
間
だ
っ
た

と
み
ら
れ
、「
猫
」
を
介
し
て
彼
が
大

切
に
し
た
「
家
族
愛
」
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
も
注
目

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
猫
」
を
執

筆
し
た
漱
石
の
想
定
を
は
る
か
に
上

回
る
反
響
が
、「
心
の
病
」
の
克
服
と

併
せ
、
後
に
作
家
に
転
身
す
る
自
信

に
繋
が
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
猫
の
死
と
「
死
亡
通
知
」

　
「
猫
」
が
夏
目
家
に
居
候
し
て
４
年

目
を
迎
え
た
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）

９
月
13
日
、「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た「
猫
」が
亡
く
な
り
、

そ
の
遺
骸
は
庭
に
あ
る
桜
の
木
の
下

に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
漱
石
は
そ
の

墓
標
に
「
追
悼
句
」
を
し
た
た
め
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
猫
の
死
」

は
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
、
猫
と
特
に

親
交
の
あ
っ
た
人
物
に
宛
て
漱
石
が

「
黒
枠
付
き
の
ハ
ガ
キ
」
で
そ
の
死
を

「
報
せ
た
」
こ
と
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
所
謂「
猫
の
死
亡
通
知
」で
す
。

こ
の
ハ
ガ
キ
の
文
面
に
は
「
猫
」
が

亡
く
な
っ
た
場
所
や
、
詳
細
な
埋
葬

報
告
と
併
せ
、
こ
の
時
小
宮
豊
隆
が

モ
デ
ル
に
な
っ
た
小
説
「
三
四
郎
」

を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
宮
豊
隆
を
含
む
親
近
者

４
名
の
み
に
送
ら
れ
た
、
こ
の
希
少

な
ハ
ガ
キ
は
、
日
本
の
文
学
史
の
中

で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
資
料
と
さ
れ
、

小
宮
豊
隆
宛
に
届
い
た
「
死
亡
通
知
」

は
、
当
館
を
代
表
す
る
資
料
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ハ
ガ
キ

は
丁
寧
な
「
黒
枠
」
で
縁
取
ら
れ
て

お
り
、「
猫
」
を
亡
く
し
た
直
後
の
漱

石
の
心
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
重
要
な
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
猫
」
へ
の
「
恩
返
し
」

　

近
年
、
小
宮
家
か
ら
当
館
に
寄
贈

い
た
だ
い
た
「
小
宮
豊
隆
資
料
」
の

整
理
作
業
中
、
鏡
子
夫
人
が
小
宮
豊

隆
に
宛
て
た
「
猫
の
法
事
案
内
」
ハ

ガ
キ
が
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

「
猫
」
の
死
か
ら
４
年
後
の
大
正
元
年

（
１
９
１
２
）
９
月
11
日
の
日
付
が
み

ら
れ
、「『
猫
の
法
事
』
を
行
う
の
で

来
て
く
だ
さ
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
初
、「
猫
」
を
飼
う
こ
と
を
反

対
し
て
い
た
鏡
子
夫
人
で
す
が
、
夏

目
家
を
救
っ
た
恩
人
と
な
っ
た
「
猫
」

へ
の
哀
悼
の
意
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
大
変
興
味
深
い
資
料
で
す
。

ま
た
鏡
子
夫
人
は
、
毎
年
、「
猫
の
命

日
」
に
鮭
の
切
り
身
と
山
盛
り
に
し

た
鰹
節
１
椀
を
墓
前
に
供
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
漱
石
の
「
死
亡

通
知
」、
鏡
子
夫
人
の
「
法
事
案
内
」

な
ど
漱
石
夫
妻
に
と
っ
て
「
猫
」
は

「
ペ
ッ
ト
」
を
超
越
し
た
か
け
が
え
の

な
い
家
族
の
一
員
と
い
う
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

晩
年
を
迎
え
た
鏡
子
夫
人
の
家
に

は
、
野
良
猫
に
餌
を
あ
た
え
る
う
ち

に
増
え
た
多
数
の
猫
が
居
つ
い
て
い

た
こ
と
が
子
孫
の
回
想
録
に
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
保

護
猫
活
動
」
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、

夏
目
家
の
「
救
世
主
」
と
な
っ
た
あ

の
一
匹
の
黒
猫
へ
の
感
謝
の
念
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
井
上
信
隆
）

「
大
国
ロ
シ
ア
」
と
の
戦
い
の
中
で

　
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
軍
事
侵
攻
し
、
戦
場
と
な
っ
た

町
の
惨
状
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
か
ら
１
１
８
年
前
の
明
治
37

年
（
１
９
０
４
）
に
日
本
が
大
国
ロ

シ
ア
を
相
手
に
戦
っ
た
の
が
日
露
戦

争
で
す
。
思
永
館
（
現
在
の
育
徳
館

高
等
学
校
の
前
身
）出
身
の
奥 

保
鞏
は
、

こ
の
戦
争
で
第
２
軍
の
司
令
官
と
し

て
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦

争
の
勝
敗
を
左
右
す
る
軍
事
拠
点
と

な
っ
た
の
が
中
国
北
東
部
の
都
市
で
、

特
に
そ
の
要
と
な
っ
た
の
が
難
攻
不

落
を
誇
る
ロ
シ
ア
軍
の
「
旅
順
要
塞
」

で
し
た
。
夏
目
家
に
猫
が
迷
い
こ
ん

だ
明
治
37
年
（
１
９
０
４
）
６
月
頃
、

日
本
軍
は
こ
の
要
塞
を
包
囲
し
ま
す
。

半
年
に
及
ぶ
激
戦
の
末
、
旅
順
要
塞

の
ロ
シ
ア
軍
は
降
伏
し
ま
す
。
明
治

38
年
（
１
９
０
５
）
正
月
に
国
内
で

戦
勝
を
伝
え
る
「
号
外
」
が
配
ら
れ堺 利彦（1870～1933）

「猫の法事案内」
（みやこ町歴史民俗博物館蔵）

漱石と「猫」 （イメージ） 

猫
「
猫
の
死
亡
通
知
」

（
み
や
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